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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
後
、
ロ
シ
ア
に
対
す

る
経
済
制
裁
が
次
々
と
導
入
さ
れ
て
い
る
。
米
欧
日
は
ロ
シ
ア
に
対

し
、
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
へ
の
制
裁
と
特
定
金
融
機
関
の
国
際
銀
行
間

通
信
協
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
か
ら
の
排
除
を
中
心
と
し
た
制
裁
を
発

表
し
た
。
ま
た
、
欧
米
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
は
じ
め
、
各
分
野

の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
ロ
シ
ア
事
業
か
ら
の
撤
退
を
相
次
い
で
発
表

し
て
い
る
。前
例
の
な
い
制
裁
が
ロ
シ
ア
包
囲
網
を
つ
く
っ
て
い
る
。

今
般
の
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁
の
な
か
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
欧

米
諸
国
が
強
化
し
て
い
る
「
オ
リ
ガ
ル
ヒ
」
に
対
す
る
資
産
凍
結
な

ど
の
制
裁
で
あ
る
。
日
本
が
科
す
個
人
制
裁
に
も
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
含

ま
れ
て
い
る
。
現
代
ロ
シ
ア
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
は
、
政
権
と
結
び
つ

き
の
強
い
大
物
富
豪
実
業
家
の
こ
と
を
い
う
。
な
ぜ
オ
リ
ガ
ル
ヒ
に

矛
先
が
向
け
ら
れ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
は
何
か
、
ど

の
よ
う
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

政
治
権
力
と
の
互
酬
関
係

　

一
九
九
一
年
の
ソ
連
解
体
後
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
市
場
経
済
化
政

策
の
柱
と
な
っ
た
の
が
国
有
企
業
の
民
営
化
で
あ
っ
た
。
民
営
化
の

過
程
で
、
資
源
分
野
を
中
心
に
有
望
な
国
有
企
業
を
格
安
で
手
に
入

れ
た
の
は
、
政
権
と
の
距
離
が
近
い
実
業
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
民

営
化
さ
れ
た
企
業
を
率
い
、
政
治
的
影
響
力
を
備
え
た
新
興
財
閥
の

総
帥
と
し
て
存
在
感
を
示
し
た
。
こ
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の「
政
商
」

た
ち
が
「
オ
リ
ガ
ル
ヒ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

政
権
と
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
は
、
あ
る
種
の
暗

黙
の
了
解
に
基
づ
い
た
互
酬
関
係
だ
っ
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
、

九
〇
年
代
の
不
安
定
期
に
お
い
て
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
そ
の
企
業
の
成
長

を
助
け
、
拡
張
を
守
っ
た
。
そ
の
見
返
り
に
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
は
政
権

が
権
力
を
維
持
す
る
た
め
の
資
金
や
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
た
。
こ
の

上
智
大
学
教
授

安
達
祐
子

ロ
シ
ア
の
政
治
構
造
に
深
く
関
わ
る
経
済
権
力
と
し
て
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
。

そ
の
成
り
立
ち
と
変
遷
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
実
態
を
読
み
解
く
。

彼
ら
に
対
す
る
西
側
の
経
済
制
裁
は
、

短
期
的
に
は
限
定
的
な
効
果
に
と
ど
ま
り
そ
う
だ
。

あ
だ
ち　

ゆ
う
こ　

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
国
際
問
題
高
等
研
究
大
学
院
（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｓ
）

修
士
課
程
修
了
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
大
学
院
博
士

課
程
修
了
（Ph.D

.

）。
著
書
に
『
現
代
ロ
シ
ア

経
済
−
資
源
・
国
家
・
企
業
統
治
』
な
ど
。

オ
リ
ガ
ル
ヒ
へ
の
制
裁
に
効
果
は
あ
る
か

—
—

プ
ー
チ
ン
政
権
を
支
え
る
新
興
財
閥
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よ
う
な
政
治
権
力
と
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
基
本
的
な
関
係
は
、
主
要
登
場

人
物
が
変
わ
る
も
の
の
、プ
ー
チ
ン
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
代
表
的
な
オ
リ
ガ
ル
ヒ
で
あ
る
ボ
リ
ス
・
ベ

レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
氏
は
、
九
〇
年
代
半
ば
に
、
自
身
を
含
む
「
七
人
組
」

が
ロ
シ
ア
経
済
の
約
半
分
を
支
配
し
て
い
る
、
と
自
分
た
ち
の
影
響

力
を
誇
示
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
対
立
し
ロ
シ

ア
を
去
っ
た
。
ミ
ハ
イ
ル
・
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
氏
は
、
九
〇
年
代

の
民
営
化
で
手
に
入
れ
た
ユ
ー
コ
ス
社
を
民
間
石
油
大
手
に
発
展
さ

せ
た
が
、
プ
ー
チ
ン
政
権
か
ら
独
立
す
る
動
き
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
二
〇
〇
三
年
に
、
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
氏
は
横
領
・
脱
税
な
ど

七
つ
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
ユ
ー
コ
ス
は
解
体
に
至
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
時
代
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
後
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
近
い
人
々
が
、「
プ
ー

チ
ン
時
代
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
」
と
し
て
勢
力
を
増
す
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
ら
は
お
お
ま
か
に
「
シ
ロ
ビ
キ
」、「
プ
ー
チ
ン
の
友
人
」、
そ
し

て
「『
元
祖
』
含
む
そ
の
他
」
の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
さ
れ
る
。

　
「
シ
ロ
ビ
キ
」
と
は
、
軍
や
連
邦
保
安
庁
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
や
そ
の
前
身

で
あ
る
旧
ソ
連
の
国
家
保
安
委
員
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
や
内
務
省
な
ど
の

治
安
機
関
出
身
者
に
用
い
る
。
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

分
野
で
も
シ
ロ
ビ
キ
の
勢
力
拡
大
が
顕
著
で
あ
る
。

　

表
１
は
、
経
済
誌
「
Ｒ
Ｂ
Ｋ
」
が
発
行
す
る
売
上
高
に
基
づ
い
た

ロ
シ
ア
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
二
位
の
ロ
シ
ア
石
油
最

大
手
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
を
率
い
る
の
が
、「
シ
ロ
ビ
キ
」
グ
ル
ー

プ
の
代
表
格
の
一
人
と
い
わ
れ
る
イ
ー
ゴ
リ
・
セ
ー
チ
ン
社

長
で
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
関
係
は
長
く
、
大
統
領

府
副
長
官
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
の
副
首
相
と
し
て
も
大
統
領

を
支
え
て
き
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
、
解
体
さ
れ
た
ユ
ー
コ
ス

の
資
産
を
取
得
し
た
こ
と
を
契
機
に
大
手
石
油
会
社
と
し
て

成
長
し
た
。
六
位
の
兵
器
輸
出
企
業
を
中
核
と
す
る
国
策
会

社
ロ
ス
テ
ク
の
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
メ
ゾ
フ
社
長
も
シ
ロ
ビ
キ

の
一
人
で
あ
る
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
出
身
の
チ
ェ
メ
ゾ
フ
氏
は
プ
ー
チ

表１　ロシア企業の売上高ランキング 
企業 2020年売上高

（10億ルーブル）業種 国営

出典　Forbes Russia 2021  

ガスプロム
ロスネフチ
ルクオイル
ズベルバンク
ロシア鉄道
X5
ロステク＊
マグニート
VTB
ロスアトム
SAFMAR＊
ノリニッケル

6,322
5,371
5,195
3,413
2,279
1,978
1,878
1,554
1,369
1,260
1,157
1,117

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

１

２

３

４

４

６

７

８

９

10

石油ガス
石油ガス
石油ガス
金融
輸送
小売
投資
小売
金融
原子力
投資
冶金

◯
◯

◯
◯

◯

◯
◯

表２　ロシア富豪ランキング 

A. モルダショフ
V. ポターニン
V. リーシン
V. アレクペロフ
L. ミヘリソン
G. ティムチェンコ
A. ウスマノフ
A. メリ二チェンコ
P. ドゥロフ
S. ケリモフ

29.1
27.0
26.2
24.9
24.9
22.0
18.4
17.9
17.2
15.8

鉄
非鉄
鉄
石油
ガス・石油化学
ガス・石油化学
鉄
投資
テレコム
投資

名前

単位：10億ドル

 "

主要収入源（業種）

＊は他社と厳密比較困難な複合グループだが、同位としている  
出典　経済誌「RBK」 RBC500 2021 

資産額
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ン
大
統
領
の
旧
東
独
ド
レ
ス
デ
ン
勤
務
時
代
か
ら
交
友
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
な
お
、
セ
ー
チ
ン
、
チ
ェ
メ
ゾ
フ
両
氏
と
も
日
本
が
個
人

制
裁
指
定
を
し
た
要
人
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

プ
ー
チ
ン
時
代
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
し
て
、「
プ
ー
チ
ン
の
友
人
」

グ
ル
ー
プ
も
台
頭
し
た
。
ア
ル
カ
デ
ィ
ー
・
ロ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
氏
は

大
統
領
の
元
柔
道
仲
間
で
、
産
業
建
設
会
社
ス
ト
ロ
イ
ガ
ス
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
（
Ｓ
Ｇ
Ｍ
）
を
率
い
る
。
弟
の
ボ
リ
ス
と
共
に
、
代
表
的
な

ロ
シ
ア
の
富
豪
一
族
で
あ
る
ロ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
一
族
の
中
心
を
な
す
。

も
と
も
と
ガ
ス
事
業
に
は
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ー
だ

が
、
二
〇
〇
七
年
設
立
の
Ｓ
Ｇ
Ｍ
は
、
一
四
年
に
国
営
天
然
ガ
ス
企

業
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
請
負
最
大
手
に
台
頭
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

表
２
は
『
フ
ォ
ー
ブ
ス
』
誌
ロ
シ
ア
版
が
発
表
す
る
富
豪
ラ
ン
キ

ン
グ
で
あ
る
。
六
位
の
ゲ
ン
ナ
ジ
ー
・
テ
ィ
ム
チ
ェ
ン
コ
氏
は
プ
ー

チ
ン
大
統
領
に
近
い
と
い
わ
れ
、
投
資
会
社
ボ
ル
ガ
・
グ
ル
ー
プ
を

率
い
る
。
石
油
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
て
い
た
テ
ィ
ム
チ
ェ
ン
コ

氏
だ
が
、
ボ
ル
ガ
・
グ
ル
ー
プ
が
〇
九
年
に
民
間
ガ
ス
企
業
ノ
バ
テ

ク
の
一
八
・
二
％
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
ノ
バ
テ
ク
は
ロ

シ
ア
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
事
業
を
担
う
会
社
と
し
て
急
成

長
し
た
。「
プ
ー
チ
ン
の
友
人
」と
し
て
、ユ
ー
リ
ー
・
コ
ヴ
ァ
リ
チ
ュ

ク
氏
に
も
触
れ
て
お
く
。
コ
ヴ
ァ
リ
チ
ュ
ク
氏
は
バ
ン
ク
・
ロ
シ
ア

の
筆
頭
株
主
で
、
ロ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
兄
弟
、
テ
ィ
ム
チ
ェ
ン
コ
氏
と

と
も
に
日
本
の
個
人
制
裁
対
象
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
生
活
が
続
く
な
か
、
大
統
領
は
コ
ヴ
ァ
リ
チ
ュ
ク
氏
と
は
近
い

関
係
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

　
「『
元
祖
』
含
む
そ
の
他
」
に
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
か
ら
継
続
し

て
活
躍
す
る
オ
リ
ガ
ル
ヒ
を
含
む
。
表
２
を
み
る
と
、
今
回
の
制
裁

に
よ
る
資
産
凍
結
で
話
題
と
な
っ
た
ア
レ
ク
セ
イ
・
モ
ル
ダ
シ
ョ
フ

氏
（
一
位
）
や
ア
リ
シ
ェ
ル
・
ウ
ス
マ
ノ
フ
氏
（
七
位
）
を
は
じ
め
、

ト
ッ
プ
一
〇
の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
（
五
・
六
・
九
位
以
外
）
が
エ

リ
ツ
ィ
ン
時
代
か
ら
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

後
、
停
戦
の
重
要
性
を
発
信
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
ミ
ハ
イ
ル
・

フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
（
一
一
位
）
は
上
記
「
七
人
組
」
の
一
人
で
あ
る
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
期
か
ら
ア
ル
ミ
王
と
し
て
知
ら
れ
る
オ
レ
グ
・
デ
リ
パ

ス
カ
氏
（
三
七
位
）
も
、
平
和
の
大
切
さ
と
ロ
シ
ア
経
済
を
危
惧
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
注
目
さ
れ
た
。

大
企
業
・
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
支
え
る
国
家
主
導
型
経
済

　

か
く
し
て
ロ
シ
ア
で
は
、
政
権
と
の
距
離
が
近
い
実
業
家
が
多
く

の
有
力
企
業
を
率
い
る
と
い
う
仕
組
み
が
機
能
し
て
き
た
。
政
権
と

の
公
式
な
い
し
非
公
式
な
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
、
当
局
側
よ
り
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
認
可
、
特
恵
、
権
限
が
与
え
ら
れ
た
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
成
功

は
政
権
と
の
関
係
に
依
存
す
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
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政
権
の
支
え
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」

の
相
互
依
存
の
関
係
が
、
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
で
継
続
的
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
ロ
シ
ア
の
政
財
界
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
個
人
制
裁
の
対
象
と
な
る
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
就
任
し
て
か
ら
、
石
油
・
ガ
ス
や
軍
需
産
業

な
ど
、
戦
略
的
と
み
な
さ
れ
る
分
野
を
中
心
に
国
家
に
よ
る
経
済
関

与
が
強
化
さ
れ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
や
ロ
ス
ネ
フ
チ
な
ど
石
油
ガ
ス
会

社
の
躍
進
に
加
え
、
軍
需
産
業
を
担
う
ロ
ス
テ
ク
や
原
子
力
企
業
ロ

ス
ア
ト
ム
（
九
位
）
な
ど
重
要
産
業
を
国
営
企
業
が
占
め
る
。

　

国
有
部
門
は
ロ
シ
ア
経
済
全
体
に
お
い
て
量
的
に
も
質
的
に
も
拡

大
し
た
。
二
〇
〇
九
年
以
降
、
ロ
シ
ア
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
五
割
以
上
を
国
有
部
門
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

質
的
に
は
、
企
業
活
動
や
人
的
・
金
融
資
源
の
配
分
に
お
け
る
政
府

の
役
割
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
戦
略
的
分
野
に
お
け
る
政
府
の
支
配

度
が
拡
大
し
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
は
、
政
府
の
統
制
が
戦

略
的
分
野
に
集
中
す
る
国
家
主
導
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ

れ
、
政
府
と
共
に
主
要
な
役
目
を
果
た
す
の
が
大
企
業
や
実
業
家
で

あ
る
。
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
近
年
は
経
済
的
利
益
よ
り
も

国
の
安
全
保
障
を
優
先
す
る
の
に
適
し
た
国
家
主
導
経
済
シ
ス
テ
ム

が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
以
降
、
西
側
諸
国
は
対
ロ
経
済
制
裁
を

科
し
て
き
た
が
、
二
二
年
の
軍
事
侵
攻
後
で
は
、
前
例
の
な
い
強
度

の
制
裁
が
大
企
業
や
オ
リ
ガ
ル
ヒ
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
規
模
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。
強
ま
る
オ
リ
ガ
ル
ヒ
へ
の
締
め
付
け
の
効
果
を
ど

の
よ
う
に
み
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

短
期
的
な
効
果
と
し
て
、
資
産
凍
結
な
ど
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
、
大
統
領
に
停
戦
を
促
す
な
ど
現
況
を
転
換
す
る
よ

う
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
が
あ

る
。
し
か
し
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
働
き
か
け
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
行

動
様
式
に
変
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

数
人
の
有
力
オ
リ
ガ
ル
ヒ
に
よ
る
個
別
の
意
見
表
明
が
み
ら
れ
て

も
、
プ
ー
チ
ン
政
権
へ
の
直
接
批
判
は
し
て
い
な
い
し
、
彼
ら
は
一

致
団
結
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
を
し
な
い
傾
向
に
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
未
曾
有
の
制
裁
が
も
た

ら
し
得
る
経
済
危
機
へ
対
応
す
る
た
め
の
体
制
を
、
急
ピ
ッ
チ
で
整

備
し
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
実
業
界
へ
の
支
援
策
が
、
忠
実
な
オ
リ

ガ
ル
ヒ
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。そ
う
な
る
と
、

平
時
も
有
事
も
、
当
事
者
は
同
じ
船
に
乗
っ
て
い
て
、
相
互
関
係
か

ら
簡
単
に
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
プ
ー
チ
ン
型
の
シ
ス
テ

ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
経
済
が
今
後
さ
ら
に
混
乱
す
る

と
ど
う
な
る
か
、
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。
●




